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昨
年
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け

行
わ
れ
た
仙
台
・
宮
城
デ
ィ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合

せ
、
回
文
の
里
づ
く
り
実
行
委
員

に
お
き
ま
し
て
、「
回
文
ポ
ス
ト
」

作
り
、
温
泉
地
内
の
各
旅
館
・
ホ

ル
、
ラ
サ
ン
タ
、
作
並
駅
構
内
の

城
地
区
観
光
案
内
所
に
そ
れ
ぞ

配
置
し
ま
し
た
。
「
旅
の
思
い
出

た
は
旅
行
期
間
中
の
戯
れ
は
た 

ま
た
お
慰
め
に
一
興
」
と
い
う 

と
で
、
気
軽
に
投
函
い
た
だ
こ 

 
 
 
 

   
う
と
い
う
も
の
で
す
。
回
文
を
ひ

ね
っ
て
投
函
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

国道 48 号からのラサンタ

 
 

 
 

昨
年
十
月
十
九
日
、
作
並

温
泉
地
内
の
ほ
ぼ
中
心
地

に
、
仙
台
市
作
並
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
愛
称
は
「
作
並
湯
の

駅
ラ
サ
ン
タ
」
で
す
。「
ラ
サ

ン
タ
」
と
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー

発
祥
の
地
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
言
葉
で
「
温
か
さ
、
温

（
ぬ
く
）
も
り
」
を
意
味
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
作
並
温

泉
の
施
設
と
し
て
大
変
ふ
さ

わ
し
い
愛
称
で
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
施
設
に
は
、
展

示
室
・
集
会
室
・
休
憩
室
・

喫
茶
室
・
足
湯
等
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
展
示
室
に
は
、

仙
台
市
出
身
の
画
家
・
小
野

寺
純
一
氏
の
作
品
と
と
も
に

回
文
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ

お
り
ま
す
。 

て

 
 
 
 
 
 
 

ま
た
、
回
文
ポ
ス
ト
も
設

さ
れ
て
お
り
、
作
っ
た
回

作
並
・
回
文
の
里
タ
イ
ム
ス
発
刊
に
あ
た

 

っ
て

回
文
の
里
づ
く
り
実
行
委
員
会
委
員
長 

 

森 

谷 
 
 

寛 
 

 

こ
の
た
び
、
「
作
並
・
回
文
の
里
タ
イ
ム
ス
」
を
発
行
す
る
こ
と 

な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
が
作
並
地
区
に
お
い
て
本
格
的
に
回
文
の 

づ
く
り
活
動
に
取
組
ん
で
か
ら
、
十
年
目
を
迎
え
た
わ
け
で
す
が
、

の
よ
う
な
全
国
で
も
珍
し
い
活
動
に
つ
い
て
、
ま
だ
ま
だ
広
く
知 

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
原
因
が
広
報
活
動
の
弱 

に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
こ
の
拙
紙
を
発
行
す
る
こ
と 

し
た
次
第
で
す
。 

今
後
、
可
能
な
限
り
私
ど
も
の
活
動
の
一
端
を
多
く
の
方
々
に
知 

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
全
国
回
文
コ
ン
テ
ス
ト
や
交
流
大
会
の 

子
、
回
文
教
室
や
小
学
生
の
回
文
か
る
た
大
会
の
開
催
の
様
子
な 

を
お
知
ら
せ
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お 

ま
す
の
で
、
情
報
提
供
や
ご
感
想
の
寄
稿
な
ど
様
々
な
面
で
の
ご 

理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

げ
る
次
第
で
す
。
ど
う
ぞ
、
よ
ろ 

上

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

ウイスキー樽で作った回文ポスト 

各
旅
館
・
ホ
テ
ル
に
回
文
ポ
ス
ト
を
配
置 

作並湯の駅“ラサンタ”がオープン

文こい

   〇い的来来
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に里こらさにっ様どり
 

を
そ
の
ポ
ス
ト
に
投
函
す

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ

す
。 

まオ
ー
プ
ン
以
来
、
月
平
均
三

〇
人
が
立
ち
寄
っ
て
い
る

う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
本

な
お
出
か
け
シ
ー
ズ
ン
の

で
、
ま
す
ま
す
多
く
の
人
々

場
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 
るて五と格到の



第１号             作並・回文の里タイムス      平成２１年２月２１日（土） (2) 

 
 

 
 

 
 

        
 

 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

   
   
 

  

者
賀
輝

の
こ

し
た

 
 
 

四
第
一

の
早

は
合

 

五
第
一

林
楓

   
 

 
 

 練な字し通ん達ね師や
、
国
語
の
授
業
で
回
文
作
り
を

し
て
い
る
か
ら
か
、
す
ご
く
い
ろ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

回
文
か
る
た
大
会
に
は
小

学
生
十
四
名
が
参
加
。
四
年
生

以
下
と
五
年
生
以
上
の
二
ク

ラ
ス
に
分
か
れ
て
熱
い
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一

人
四
回
戦
で
合
計
の
取
り
札

の
枚
数
の
多
さ
で
順
位
を
決

め
、
各
ク
ラ
ス
一
位
か
ら
三
位

に
は
、
三
千
円
か
ら
一
千
円
分

の
図
書
カ
ー
ド
が
賞
品
と
し 

て
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参

 

回
文
教
室
に
は
、
子
供
た
ち

十
一
人
、
大
人
九
人
合
計
二
〇

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師

は
、
回
文
の
里
づ
く
り
実
行
委

員
会
の
委
員
で
も
あ
る
作
並

小
学
校
の
田
副
公
一
校
長
先

生
。
午
後
二
時
か
ら
始
ま
っ
た

教
室
で
は
、
田
副
講
師
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
、

「
準
備

動
」「
軽
く
練
習
」｢

運

作

品
作
り｣

の
流
れ
に
従
っ
て
、 

、
い
よ
い
よ
二
月
二
一

（
土
）
第
十
一
回
全
国 

【
平
成
二
〇
年
度
回

大
人
も
子
供
も 

考
え
て
考
え
て

熱
気
ム
ン
ム
ン
の
「
回
文
か
る
た

一
月
三
一
日
（
土
）
に
回
文
か
る

い
ず
れ
も
仙
台
市
宮
城
西
市
民
セ
ン

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 
習ど程てじでがりは
 
 

全
員
に
作
並
こ
け
し
工
人
平

幸
さ
ん
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

け

の
玩
具
が
贈
ら
れ
ま

し
。 年

生
以
下
は
六
人
が
出
場
。

位
は
、
作
並
小
学
校
四
年
生

坂
希
さ
ん
で
、
取
り
札
数

計
で
一
一
四
枚
で
し
た
。

年
生
以
上
は
八
人
が
出
場
。

位
作
並
小
学
校
の
五
年
生

さ
ん
で
、
取
り
札
数
は
合
計

題
の
「
い
か
」
「
す
き
や
き
」

を
使
っ
て
、
五
文
字
や
七
文

度
の
回
文
か
ら
徐
々
に
長
く

い
き
、
で
き
る
だ
け
意
味
が

や
す
い
回
文
の
作
り
方
を
学

い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
上

早
く
、
み
る
み
る
う
ち
に
ひ

出
し
て
い
ま
し
た
。
田
副
講

、「
学
校
で
毎
年
か
る
た
大
会

   
 
 一

             

いも話

        

文
か
る
た
大
会･

回
文

、
た
だ
無
我
夢
中 

大
会
」
！ 

た
大
会
、
二
月
七
日
（
土
）
に
回

タ
ー
と
回
文
の
里
づ
く
り
実
行

ろ
な
こ
と
ば
を
知
り
、
使
い
方

上
手
く
な
っ
て
き
て
い
る
」
と

し
て
い
ま
し
た
。 

 
 
 

品

が

寄

せ

ら

れ

た

こ

と

が
、
応
募
点
数
を
大
き
く

押
し
上
げ
た
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 
 

一
方
、
交
流
大
会
の
方

、
一
般
成
人
か
ら
二
二

、
チ
ビ
ッ
子
か
ら
一
三

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ち
ら
の
方
は
、
昨
年
よ

や
や
少
な
い
応
募
と
な

ま
し
た
。 

今
回
寄
せ
ら
れ
た
も
の

、
予
備
審
査
、
第
一
次

査
、
第
二
次
審
査
を
経

ンテスト・

教
室
を
開
催
】

 

江
戸
に
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
仙
代
庵

が
作
並
を
詠
み
込
ん
だ
「
み
な

草
の
名
は
百
（
は
く
）
と
し
れ

薬
な
り 

す
く
れ
し
と
く
は
花

の
さ
く
な
み
」
と
い
う
名
調
子

作
品
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

文
が
刻
ま
れ
た
道
標
が
旧
作

街
道
沿
い
に
あ
っ
た
こ
と
や

代
庵
が
作
並
温
泉
開
湯
の
年

生
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
縁
と

て
、
師
の
偉
業
の
顕
彰
と
と

に
、
回
文
を
こ
と
ば
遊
び
の

化
と
し
て
そ
の
さ
ら
な
る
発

 

一
六
枚
で
し
た
。 

 
 

 
 

ン郵年切募六は歌部の由内のとビ

交流大会への作品の応募が続々

 

文
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

委
員
会
の
共
催
で
し
た
。 
 
 
 

 
に 

 
 

 

は点点こりり

 
 
 

は審て日

第 11 回全国回文コ
第
一
一
回
全
国
回
文
コ

テ
ス
ト
・
交
流
大
会
の

送
の
部
へ
の
応
募
が
昨

十
二
月
三
一
日
に
締
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
応

数
は
、
昨
年
の
倍
近
い

七
三
点
で
し
た
。
内
訳

、
句
の
部
一
六
九
点
、

の
部
五
〇
点
、
自
由
の

三
七
九
点
、
チ
ビ
ッ
子

部
七
五
点
で
し
た
。
自

の
部
に
お
い
て
神
戸
市

の
あ
る
高
校
か
ら
多
く

作
品
が
寄
せ
ら
れ
た
こ

、
二
回
目
と
な
っ
た
チ

ッ
子
の
部
で
多
く
の
作

回に大賞い

    

日す千喜「六た
の回並仙にしも文展動

～
一
八
六
九
年
）
が
い
ま
し

が
、
そ
の
名
は
当
時
、
遠
く

真剣さ丸出しの参加者
言葉のあやつりに夢中な参加者
文
コ
ン
テ
ス
ト
・
交
流
大
会

お
き
ま
し
て
専
門
審
査
員
と

会
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
各

が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

ま
す
。 

回
文
は
、
古
く
か
ら
伝
わ
る

本
独
自
の
こ
と
ば
遊
び
で

。
幕
末
の
仙
台
に
生
涯
に
一

余
も
の
回
文
を
作
り
、
人
を

ば
せ
て
は
楽
し
む
と
い
う

廻
文
師
・
仙
代
庵
」（
一
七
九

回
文
の
里
づ
く
り
の
こ
と 


